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後 記
　毎号紹介してきた信楽陶芸トリエンナーレ2010「信楽
まちなか芸術祭」が始まりました。あちこちに立つのぼりや
手作り感あふれるFMラジオの実況がお祭り気分を盛り上

げています。
　私も取材を兼ねて、まちなか会場を歩いてきました。ルートを予習し
イメージを思い描いて出かけましたが、実際に地元の人や出展されてい
る人、催し物会場のスタッフと言葉を交わしてみると、焼き物について
初めて知ることやまちの魅力など、地図には載っていない発見がありま
した。ありのままの生活空間が醸し出す趣きを肌で感じ、これまでシリ
ーズで何度となくお伝えしてきた「おもてなしの心」や「ほんものの信
楽」を実感することができました。
　今回、半日かけて歩きましたが、ゆったりとした時の流れが心地よく、
時間がたつのも忘れ、最後は駆け足になってしまいました。期間中、他の
会場とあわせてまた訪ねてみたいと思います。　ふ

も
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甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎ 65‐0709　 63‐4087
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▲お話を伺った黒田支店長

▲施工した市内企業社屋
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は11月1日（月）です。

●市県民税（３期）
●国民健康保険税（７期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（７期）
●後期高齢者医療保険料
●水道料金・簡易水道料金

平成22年

NO.19

甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想

10 15

▲ 色とりどりの花が咲き誇る甲南中部小学校の秋花壇▲ 色とりどりの花が咲き誇る甲南中部小学校の秋花壇
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